
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

地理歴史 日本史Ｂ ４ ３－Ａ（文系） 

１．学習の到達目標 

我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ、我が国の

伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考を培い、国際社会に主体的に生き

る日本国民としての自覚と資質を養う。さらに、近世の身分制度が意図的に作られたものであることを十分

理解させて人権意識の向上につなげる。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

第３章 貴族政治と国風文化 
 摂関政治・国風文化・地方政治の展開と武士 
第４章 中世社会の成立  
 院政と平氏の台頭・鎌倉幕府の成立・武士の
社会・蒙古襲来と幕府の衰退・鎌倉文化 

第５章 武家社会の成長 
室町幕府の成立・幕府の衰退と庶民の台頭 
室町文化・戦国大名の登場 

第６章 幕藩体制の確立 
織豊政権・桃山文化・幕藩体制の成立・幕藩
社会の構造 

・日本文化の源流と貴族社会に ついて理解させる。 
・鎌倉政権の確立から室町文化・戦国時代にいたる武家
社会の進展と文化の特色について社会の動向に留意
しつつ理解させる。 

・織豊政権から幕藩体制の確立にかけて、政治・経済・
社会及び文化の特色について国際関係の推移に留意
しつつ、理解させる。 

２

学

期 

第７章 幕藩体制の展開 
幕政の安定・経済の発展・元禄文化  

第８章 幕藩体制の動揺 
幕政の改革・宝暦、天明期の文化・幕府の衰
退と近代への道・化政文化 

近代・現代 
第９章 近代国家の成立 
 開国と幕末の動乱・明治維新と富国強兵・立
憲国家の成立と日清戦争・近代産業の発展・
近代文化の発達 

第１０章 二つの世界大戦とアジア 
 第一次世界大戦と日本・ワシントン体制・市
民生活の変容と大衆文化・恐慌の時代・軍部
の台頭・第二次世界大戦 

第１１章 占領下の日本 
 占領と改革・冷戦の開始と講話 

・文治政治への転換から元禄時代・正徳の政治を取り上
げ、幕政の安定過程を理解させる。 

・幕政の対処を踏まえて幕府が衰退していく過程を考
察する。幕末の動乱における天皇を中心とする統一国
家構想の芽生えから幕府の滅亡、旧幕勢力の一掃に至
るまでの経過を理解する。 

・東アジアをめぐる国際環境が変容するなか、国家的課
題であった不平等条約の改正交渉が進展した過程や、
朝鮮問題から日清戦争に至る経緯について考察する。 

・第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした
影響について、欧米・アジア経済との関連や政党内閣
の成立などと関連させて考察する。 

・戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策及び戦後の民主化
政策とそれに伴う諸改革について、その経過と内容を
考察する。 

３

学

期 

第１２章 高度成長の時代 
 ５５年体制・経済復興から高度成長へ 
 
第１３章 激動する世界と日本 
 経済大国への道・冷戦終結と日本社会の動揺 

・独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新
の二大勢力が占める５５年体制の成立から安定した
保守政権となるまでの経過を考察する。 

・冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、
日本の政治・外交・経済・生活文化面を踏まえて多面
的・多角的にとらえる。 

３．評価方法・評価の観点 

評 価 方 法 定期考査（中間・期末）、平常点（ノート提出・プリント提出含む）による。 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

歴史的・地理的事象につ
いて関心と課題意識を
持ち、意欲的に追究する
ことを通して、国際社会
に主体的に生きる国家・
社会の一員としての責
任を果たそうとする。 

歴史的・地理的事象を世
界的視野に立ち多角的、
多面的に考察するとと
もに、国際社会の変化に
的確に対応し、公正に判
断する。 

諸資料を吟味して確実
なものを選択し活用す
ることを通して歴史的・
地理的事象を追究する
方法を身に付け、それら
の過程や結果を的確に
表現する。 

我が国及び世界の形成
の歴史的過程と生活・文
化の地域的特色につい
ての基本的な事柄を理
解し、知識を身に付けて
いる。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 詳説日本史Ｂ （山川出版社） 

副 教 材 詳説日本史図録 （山川出版社） 

 


